
●

定

時

制
生
徒
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
1
学
校
と
職
場
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬

　
尾
　
　
　
勲

　
戦

後
の
定
時
制
課
程
の
発
足
は
昭
和
二
三
年
で
あ
り
、
こ
の
開
始
y
は
旧
制
の
学
校
を
中
心
と
す
る
定
時
制
の
前
身
が
い
く
つ
か

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
戦
後
の
新
制
下
の
学
校
も
含
め
て
三
系
統
が
も
と
に
な
り
、
旧
制
の
夜
間
中
学
を
母
体
と
し
た
も
の
と
戦

後
新
し
く
発
足
し
た
新
制
高
校
（
全
日
制
）
に
定
時
制
課
程
を
併
置
し
た
形
態
、
ま
た
定
時
制
の
独
立
校
を
新
設
し
た
り
、
新
し
く

分

校
を
併
置
す
る
形
態
の
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
三
系
統
に
大
別
し
た
中
で
の
夜
間
中
学
に
つ
い
て
は
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な

い’

大
部

分
が
新
制
高
校
へ
の
併
置
あ
る
い
は
既
述
し
た
そ
の
独
立
校
や
分
校
と
戦
前
・
戦
申
の
流
れ
を
ひ
く
青
年
学
校
が
移
行
し

た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
青
年
学
校
に
関
し
て
は
、
こ
の
前
身
に
な
る
実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
と
の
統
l
体
と
し
て
成
立
し
た
．

実
業

補
習
学
校
は
明
治
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
学
校
の
概
要
は
義
務
教
育
終
了
者
を
対
象
に
、
「
授
業
は
実
際
に
適
さ
せ
て
応
用

を
き
か
せ
る
こ
と
」
と
い
う
趣
旨
に
そ
っ
て
地
域
社
会
と
の
関
係
を
強
め
、
こ
の
状
況
（
農
繁
期
か
農
閑
期
等
）
に
ょ
っ
て
授
業
を

行
な

っ

た

り
、
日
曜
日
ま
た
は
夜
間
に
授
業
を
行
な
う
こ
と
を
自
由
と
し
て
い
た
。

　
一
方
、
青
年
訓
練
所
は
一
六
歳
か
ら
二
〇
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
て
大
正
一
五
年
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
概
要
は
道
徳
・
普
通
・
職

業
教
科

と
軍
事
教
練
を
含
み
軍
事
教
育
的
色
彩
が
き
わ
め
て
強
か
っ
た
。

そ
の
後
、
軍
部
が
軍
国
主
義
教
育
を
主
体
と
し
た
青
年
訓
練
所
へ
傾
斜
し
た
二
者
の
統
合
を
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
各
方
面
の

反
対
が
起

こ
り
、
青
年
学
校
と
し
て
昭
和
一
〇
年
に
発
足
し
た
．
同
学
校
の
概
要
は
小
学
校
卒
業
の
男
女
少
年
に
教
育
の
機
会
を
与

え

よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
青
年
訓
練
所
的
傾
向
が
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
っ
U
o
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こ
の
よ
う
に
戦
前
教
育
の
支
流
で
あ
っ
た
学
校
は
社
会
教
育
的
組
織
と
し
て
の
特
徴
が
明
ら
か
に
う
か
が
え
る
が
戦
後
定
時
制
教

育
は
義
務
教
育
終
了
後
の
国
民
大
衆
す
べ
て
に
開
か
れ
た
教
育
機
関
と
い
う
新
制
度
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
あ
る
い
は
勤
労
青
少
年

g
対
す

る
後
期
中
等
教
育
を
保
障
a
る
た
め
に
、
昭
和
二
三
年
か
ら
そ
れ
ま
で
と
は
制
度
的
に
関
係
を
断
っ
た
色
々
の
登
校
形
態
の

新
制
定
時
制
課
程
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
　
尚
以
上
論
述
し
た
定
時
制
教
育
の
展
開
過
程
を
ま
と
め
る
と
図
ー
一
の
よ
う
M
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
一

定時制教育の展開図1

実業補

習学校

NFl

甲醐゜
　　　　　　笥

昭和23年　

定

校

　
の
高

　
　
リ
　
　
ロ

7
1
　
a
市
　
b
e

夜間中学校

己
後
1

、
匡

司
剛
副
．

三

部
占
父
巷
一
制

定

時
制
課
程

　　
　
＝

、
竃

（いずれの課程も修業年限4年以上・専攻科は全日制と同じ・ウィークデーが通学日　）

　
生
徒
の

職
場
生
活
の
概
況

　
全
日
制
生
徒
は
学
校
と
家
庭
を
往
復
す
る
の
み
で
学
校
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
こ
ろ
が
定
時
制
生
徒

は

前
の
二
者
に
職
場
生
活
が
含
ま
れ
る
の
で
、
一
方
に
重
点
を
お
き
、
他
方
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
各
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
で
あ

る
。
と
く
に
勤
労
者
で
あ
る
と
し
て
も
生
徒
で
あ
る
た
め
学
校
生
活
は
疎
か
に
で
き
ず
、
学
習
の
怠
惰
は
生
徒
の
学
校
生
活

を
困
難
に
す
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
こ
れ
ら
各
生
活
に
お
け
る
職
場
生
活
の
現
状
を
意
識
調
査
に
も
と
つ
い
て
報
告
す
る
。

調

査

目
的
・
内
容
1
問
題
点
の
多
い
定
時
制
教
育
で
過
去
に
お
け
る
学
校
と
職
場
生
活
の
障
害
点
を
ふ
ま
え
、
生
徒
の
各
生
活
の
実
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情

を
把
握
・
認
識
す
る
。

　
対
象

1
神
奈
川
県
内
（
西
湘
・
北
部
地
域
）
の
夜
間
の
公
立
定
時
制
高
校
三
校
（
普
通
・
工
業
・
商
業
科
，
い
つ
れ
も
併
置
校
）
　
・

対
象
者
二
四
〇
人
（
回
収
率
八
八
％
）

　
調
査
方
法
ー
対
象
校
に
お
い
て
自
習
時
間
等
に
質
問
紙
に
よ
る
記
入
調
査
と
先
生
と
の
懇
談
。

　
調

査
の

経
過

　
昭
和
五
一
年
四
月
中
旬
1
質
問
紙
の
各
設
問
の
検
討
と
作
成
　
　
同
五
月
上
旬
ー
調
査
対
象
校
の
決
定
　
　
同
五
月
中
旬
ー
質
問

紙
作
成

　
　
同
五
月
下
旬
ー
対
象
校
へ
の
訪
問
、
質
問
紙
の
配
布
、
調
査
の
実
施
　
　
同
五
月
下
旬
よ
り
六
月
上
旬
－
質
問
紙
の
回

収

　
　
同
六
月
上
旬
よ
り
六
月
中
旬
ー
調
査
結
果
の
集
計
　
　
同
六
月
下
旬
以
後
1
調
査
結
果
の
検
討
・
分
析

　
職
場
の

勉

学
へ
の
配
慮
は
、
－
t
定
時
制
に
通
学
す
る
勤
労
青
少
年
が
学
校
生
活
を
続
け
る
上
に
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
こ
の
生
活
を

持

続
す

る
に
あ
た
り
、
勤
務
先
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
か
、
勤
務
時
間
が
長
い
こ
と
や
仕
事
が
重
労
働
で
あ
る
た
め
に
疲
労
が
激

し
い
等
の
障
害
は
彼
等
の
同
課
程
通
学
を
困
難
に
さ
せ
る
。
歳
月
の
経
過
と
と
も
y
既
述
し
た
障
害
は
次
第
に
是
正
さ
れ
て
い
る
が
、

両
生
活

を
並
行
さ
せ
て
い
る
以
上
職
場
生
活
の
重
荷
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
彼

等
の
定
時
制
課
程
へ
の
通
学
に
お
け
る
職
場
の
重
圧
と
し
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
職
場
の
通
学
へ
の
配
慮
の
有
無
・
就
業
時

間
．
待
遇
．
労
働
条
件
等
の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
定
時
制
生
徒
の
働
い
て
3
る
「
仕
事
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
」

の
調

査
結
果

を
み
る
と
、
表
－
一
の
よ
う
に
な
る
。
同
表
の
全
般
的
動
向
は
「
普
通
の
労
働
」
あ
る
い
は
「
軽
労
働
で
あ
る
」
と
の

両

回
答
が
七
〇
％
（
一
四
五
人
）
を
示
し
、
大
半
の
生
徒
は
労
働
に
対
す
る
苦
痛
が
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
学
科
別
で
は
職
業
科
の

生
徒
は

合
計
の
分
布
状
態
と
類
似
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
普
通
科
の
生
徒
は
「
重
労
働
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
三
四
・
l
t
w
　
（
二

九
）
に
の
ぽ
り
業
務
内
容
に
も
よ
る
が
必
ず
し
も
労
働
条
件
が
良
好
と
は
云
え
な
い
。
「
そ
の
他
」
と
の
回
答
へ
の
記
述
例
に
は
「

仕
事

に

軽
重
両

側
面
が
あ
る
」
と
の
回
答
者
が
多
い
。
彼
等
は
激
し
い
肉
体
的
労
働
や
単
純
労
働
で
精
神
的
肉
体
的
苦
痛
を
強
要
さ
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f人数・％〕仕事の労働条件にっいて表一1

　　回答内容
科別

重労働で

ある

普通の労働

である

軽労働で

ある

その他（記

述回答） 合　計

工業科 11人196％ 34人6α7％ 7人12β％ 4人7．1％ 56人100％

商業科 13　197 42　63β 9　136 2　3．0 66　100

普通科 29　34ユ 40　47ユ　． 13　15．3 3　3、5 85　100
合　　計 53　25．6 116　566 29　14．0 9　4．3 207　　100

〔人数。％〕学校通学への職場の理解状況にっいて表一2

　　回答

科別

理解しているので仕事が終わる

とすぐに学校へ通学できる

理解していないので学校へ通学する

ことに協力的でない

工業科 33人　　　　56．9％ 4人　　　　　6．9％

商業科 44　　　　　　　　66．7 1　　　　　　　　　1．5

普通科 52　　　　　　　　62．7 2　　　　　　　　　2．4

合　計 129　　　　　　　　62．3 7　　　　　　　　3．4

よくわからないがあ

まり協力的でない

どちらかという

と協力的である
分からない その他 合　　計

5人　　1．7％ 11人19ρ％ 4人　69％ 1人　17％ 58人　10〔％

2　　　3．0 13　　197 5　　76 1　　L5 66　　100

4　　　4．8 17　　20．5 8　　9β 0　　0 83　　100

11　　　　5．3 41　　19．8 17　　82 2　　1．0 207　　100

れ

る
ケ
ー
ス
が
少
な
ぐ
な
い
。

昼
間
の
労
働
で
疲
れ
果
て
た

後
、
学
習
生
活
を
つ
づ
け
る

困
難
さ
は
徐
々
に
解
消
さ
れ

て

い

る
も
の
の
、
学
校
生
活

上
、
職
場
生
活
自
体
一
つ
の

障
害
と
も
云
え
る
。

　
次

に
、
定
時
制
生
徒
が
学

校
生
活

を
持
続
す
る
の
に
重

要

な
鍵
に
な
る
「
学
校
通
学

へ
の

職
場

（企

業
）
の
理
解

状
況
に

つ
い

て

」
明
示
し
た

結
果
が
表

ー
二
で
あ
る
。
同

表
か
ら
は
「
理
解
し
て
い
る

の

で

す

ぐ
通
学
で
き
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
協
力

的

で

あ
る
」
と
の
両
回
答
が

そ
れ
ぞ
れ
六
二
・
1
1
1
％
、
　
一

九
’
八
％
に
の
ぼ
り
、
全
体

の

八
割
以
上
で
ほ
ぼ
職
場
の
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r人数・％〕定時制生徒の待遇にっいて表一3

　　回答

科別
高額である

適当な額で

ある

低い額であ

る

分からない 合　計

工業科 0人0％ 11人196％ 39人696％ 6人1α7％ 56人100％

商業科 2　　3．0 25　　373 33　　49．3 7　104 67　　100

普通科 3　　35 30　　353 47　　553 5　　59 85　　100

合　　計　　　　， 5　　24 66　3エ7 119　572 18　　87 208　100

理

解
・
協
力
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
反
面
、
「
理
解
し
て
い
な
い
の
で
協
力
的
で
な
い
」
・

r
あ

ま
り
協
力
的
で
な
い
」
と
の
反
応
は
、
全
体
数
・
各
科
別
の
両
分
布
と
も
y
l
割
以
下
で
夜
間

定
時

制
課
程
に
学
ぶ
勤
労
青
少
年
に
対
す
る
企
業
の
配
慮
が
増
し
て
い
る
。
過
去
、
申
小
企
業
に
勤

務

し
て
い
た
青
少
年
の
一
部
が
下
校
後
に
職
務
に
再
度
就
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
す
る
と
は
る
か
に

是
正

さ
れ
た
。
こ
の
事
は
、
単
に
職
場
に
よ
る
配
慮
よ
り
も
年
々
深
刻
化
し
て
き
た
企
業
の
若
年
労

働

者
不
足
の

解

消
策
や
通
学
者
へ
の
配
慮
を
学
校
側
が
要
請
し
た
り
、
労
働
条
件
改
善
へ
の
制
度
的

側
面
の

充
実
等
に
よ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
e

　

若
年
労
働
者
は
安
い
労
働
力
と
い
う
こ
と
か
ら
低
賃
金
で
酷
使
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
特
に
夜
学
に

通

学
し
て
い
る
勤
労
青
少
年
は
就
学
へ
の
配
慮
と
裏
腹
に
待
遇
面
の
低
レ
ベ
ル
化
は
免
れ
な
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
「
生
徒
の
待
遇
面
に
つ
い
て
」
の
調
査
結
果
は
表
1
三
の
通
り
で
あ
る
。
全
数
の
動
向

で

は
、
賃
金
が
「
高
額
」
ま
た
は
「
適
当
な
額
で
あ
る
」
と
の
両
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
四
％
、
三

1
・
七
％
と
合
計
三
四
・
一
％
（
七
l
人
）
の
分
布
で
あ
る
の
に
対
し
て
r
低
い
額
で
あ
る
」
と
の

意
見

は
実
に
五
七
・
1
1
N
“
．
　
（
1
　
1
九
人
）
と
六
割
近
く
に
の
ぼ
る
。
科
別
で
は
、
商
業
・
普
通
両
科

の

分

布
が
全
数
の
状
態
に
類
似
し
て
い
る
が
、
工
業
科
の
場
合
「
低
い
額
で
あ
る
」
と
の
回
答
が
六

九
’
六
％
（
三
九
人
）
と
高
率
で
あ
る
。

　

彼

等
の
中
で
地
方
出
身
者
は
自
分
た
ち
の
労
働
で
食
べ
、
生
活
し
、
自
ら
教
育
費
を
支
出
し
て
学

ん

で

い

る
。
そ
の
上
、
家
計
を
た
す
け
る
た
め
に
仕
送
り
を
行
な
っ
て
い
る
者
さ
え
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
生
徒
が
少
な
く
な
い
現
状
か
ら
職
場
に
お
け
る
就
学
へ
の
配
慮
・
労
働
条
件
・
待
遇
面
の
一
層

の

是

正
や

配
慮
が

不
可

欠

と
云
え
よ
う
。
ま
た
、
既
述
し
た
よ
う
に
過
去
に
お
い
て
中
小
企
業
勤
務

の

定
時

制
生
徒
は
、
長
時
間
労
働
や
労
働
災
害
等
に
よ
り
彼
等
自
身
の
身
体
・
精
神
を
む
し
ば
ま
れ
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（人数・％〕
労働組合の組織状況表一4

　回答内容

科沁＼ あ　る な　い 分からない
アルバイト・
家事・自営の
立場である

合　計

工業科 47人825％ 5人　88％ 3人　53％ 2人3．5％ 57人100％

商業科 32　　48．5 17　　258 11　167 6　　9．1 66　100

普通科 59　　702 17　　202 5　　6．0 3　　36 84　100

合計1・386・・ 139・路1・9∋・・甜 207　100

る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
調
査
結
果
で
は
労
働
条
件
は
向
上
し
て
い
る
も
の
の
全
v
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
皆
無
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
o

　

r
定
時

制
生
徒
の
概
況
」
か
ら
技
能
労
働
や
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
が
多
い
。
以
前
は
小
規
模

企
業
体
に

従
事

す

る
た
め
に
職
場
に
組
合
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
仮
に
こ
れ
が
存
在
し
て
も

未
加

入
者
が

い

る
た
め
に
先
記
し
た
よ
う
な
劣
悪
な
労
働
条
件
は
改
善
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て

い

た

の

が

実
情
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
彼
等
の
勉
学
へ
の
理
解
や
労
働
条
件
を
是
正
す

る
一
翼
を
担
う
労
働
組
合
の
組
織
状
況
と
加
入
割
合
に
視
点
を
向
け
て
み
よ
う
。
z
z
　
－
’
四
の
労

働
組

合
の
組
織
状
況
は
、
全
体
を
通
し
た
分
布
に
つ
い
て
r
分
か
ら
な
い
」
九
・
二
％
、
r
ア

ル

バ

イ
ト
・
家
事
・
自
営
の
立
場
」
五
・
三
％
を
除
い
て
「
あ
る
」
と
の
回
答
は
、
六
六
・
七

％

（
＝
l
l
八
人
）
，
組
合
が
「
な
い
」
と
の
反
応
は
一
八
・
八
％
、
「
分
か
ら
な
い
」
九
’
二

％

の

数
値
に

な
る
。
組
織
率
は
六
割
以
上
に
の
ぼ
る
が
決
し
て
高
い
と
は
云
え
な
い
。
こ
の
事

は

中

小

零
細
企

業
へ
の
勤
務
者
が
少
な
く
な
い
状
況
の
証
と
も
と
れ
る
。
各
科
別
の
分
布
は
工

業
・
普
通
の
両
科
が
総
数
と
ほ
ぼ
類
似
し
た
傾
向
に
あ
る
の
に
比
較
し
て
、
商
業
科
の
場
合
「

組
合
が
あ

る
」
と
の
回
答
は
四
八
・
五
％
（
＝
＝
一
人
）
と
他
学
科
よ
り
二
〇
％
か
ら
三
〇
％
低

い
o

同
科
に
つ
い
て
「
な
い
」
ま
た
は
r
分
か
ら
な
い
」
へ
の
反
応
は
二
五
・
八
％
（
一
七
人
）

H
六
　
o
七
％
に
な
り
、
両
方
を
合
計
す
る
と
四
二
・
五
％
に
の
ぼ
り
組
織
率
が
高
い
と
は
云
え

な

い
o

こ
の
事
は
、
商
業
科
生
徒
の
同
校
所
在
地
市
内
の
商
店
勤
務
や
職
場
の
規
模
等
の
状
況

が
反
映

し
て
い
る
と
推
察
す
る
。
数
値
は
兎
に
角
、
既
述
し
た
事
情
か
ら
そ
の
一
層
の
是
正
化

の

た

め

に

も
組
合
組
織
は
必
要
不
可
欠
と
云
え
る
。
特
に
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
生
徒
は

就
業

時
間
が
一
定
し
て
い
な
い
上
、
住
み
込
み
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
生
活
の
区
切
り
を
つ
け
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組合への生徒の加入状況表一5

科別
加入している 未加入である その他 合　計

工業科 44人936％ 2人　4．3％ 1人　2ユ％ 47人10〔％

商業科 31　88β 2　　57 2　　　57 35　100

普通科　　47　839 6　107 3　　　　　18　　　　　　56　　100

計1・228＆4 10　　72 6　　　　　　43　　　　　138　　　100

職場と学校の両立状況表一一　6

　事項

科別
両立している

十分ではないが

両立している

どちらともい

えない
両立していない

工業科 16人　28β％ 24人　429％ 9人　16ユ％　　4人　7．1％

商業科 22　　324 243・3　　7…　1・…
普通科 17　　202 46　　　　548　　　　　　　　9　　　　107　　　　　10　　　　119

合　計 55　　264 944・・ 125・2・22…
分からない　　その他　1合　　計

2人　　3％　　1人　18％　　56ノ＼10（％

1　　162 0　　0　　　　　68　　100

2　　　12 0　　　0 84　　100

よ必は者を　　る
う　ず一　と概さた
に　し部も観　ら　め
高　も　を　に　す　に　に

率高除八る　’も
でいい割　と　組そ
あ　と　てか表織の
る　は一　ら　1率組

5　　　24 1　　05 208　　100 1

る
た
め
に
も
そ
の
組
織
の
意
義
は
大
き
い
。

　
さ
ら
y
、
組
織
率
と
合
わ
せ
て
そ
れ
へ
の
生
徒
の
加
入
状
況

を
概
観
す
る
と
表
－
五
の
よ
う
に
な
る
。
全
数
と
各
科
別
の
両

者

と
も
y
八
割
か
ら
九
割
以
上
の
生
徒
が
加
入
し
、
未
加
入
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
組
合
の
組
織
率
」
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
加
入
状
況
」
は
同
表
の

　

こ
の
よ
う
な
職
場
生
活
の
実
情
か
ら
こ

の

生
活
が
就
学
の

障
害
点
に
な
る
ケ
ー
ス

が
減

少

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
そ

の
生

活

と
学
校
生
活
の
状
態
を
総
括
す
る

た

め

に

「
職
場

と
学
校
生
活
の
両
立
状
況
」

を
調
査
し
た
結
果
が
表
ー
六
の
よ
つ
に
な
る
。

こ
の
二
者
の
両
立
状
況
に
つ
い
て
総
数
の

分
布

は
、
は
っ
き
り
「
両
立
し
て
い
る
」

と
の
回
答
が
わ
ず
か
二
六
・
四
％
（
五
五

人
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
十
分
で
は

な

い

が
両
立

し
て
い
る
」
、
「
ど
ち
ら
と

も
云
え
な
い
」
、
r
両
立
し
て
3
な
い
」

等
の
回
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
・
二
％
、
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両立していない理由にっいて
　　　　　　　　　（表一6で「両立していない」との回答者へ）

表一7

仕事がおそくなるた

め遅刻をしやすい

学校に通学するのに

時間がかかるから

職場が学校で弛学すること

に協力的でないから

工業科 1人　　25．0％ 1人　25，0％ 1人　　25．0％

商業科 5　　　　41．7 3　　　25．0 2　　　　16．7

普通科 3　　　270 4　　　36．4 1　　　　　9．1

合　計　9　　33．3 8　　　29．6 4　　　　14．8

その他 合　計

1人250％ 4人100％

2　　16．7 12　　100

3　　27．3 11　　100

複　　一｜り　に　　請る調めが一
数　　学叶な　そ　しの査　’両二
回　　校仕　　　　　　る　こ　ては時全立％

答　　に事　゜でい安に　く　し　’
あ　　通が同　　　　　　　　’る易遅コて一

り　　学遅表次　と　す刻両い○
　　　す　く　のにい　ぎ者立る　・
　　　る　な全一｜う　るがし　・六

6　　22．2 27　　100

　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
二
二
人
）
の
分
布
を
示
し
、
何
等
か
の
含
の
あ
る
回
答
（
十
分
で
は
な
い

が

両
立
し
て
い
る
・
ど
ち
ら
と
も
云
え
な
い
）
の
割
合
が
五
七
・
二
％
（
一
1
九
人
）
と
高
率
を
占

　
　
全

く
「
両
立
し
て
い
な
い
」
と
の
反
応
は
一
割
で
あ
る
。
だ
が
、
留
意
点
と
し
て
対
象
校
で
の

調

査
時

に

遅
刻
者
が

多
い
実
情
や
先
生
方
の
話
し
等
か
ら
こ
の
デ
ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

校
側
が
職
場
に
対
し
て
生
徒
の
通
学
へ
の
配
慮
を
強
く
要

　

そ
こ
で
、
次
に
「
両
立
し
て
い
な
い
」
と
の
生
徒
に
そ
の
理
由
を
問
う
た
結
果
が
表
1
七
の
よ
う

　
　
　
　
同
表
の
全
数
の
分
布
か
ら
職
場
の
理
解
は
増
し
た
も
の
の
、
少
数
者
に
す
ぎ
な
い
が
や
は

り
「
仕
事
が
遅
く
な
る
た
め
遅
刻
を
し
や
す
い
」
と
の
回
答
が
三
三
・
三
％
（
九
人
）
に
の
ぼ
り
、

r
学
校
に
通
学
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
か
ら
」
1
1
九
．
六
％
、
r
そ
の
他
」
二
二
・
二
％
等
の
順

　
　
　
　
　
　
　

y
な

る
。
こ
の
「
そ
の
他
」
の
内
訳
は
「
精
神
的
・
肉
体
的
に
重
労
働
な
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
」
、
r
単
に
両
方
が
中
途
半
端
で
あ
る
か
ら
」
等
の
記
述
意
見
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　

中
の

疲
労

は
全
生
徒
に
共
通
す
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
全
員
が
「
両
立

　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
他
方
、
各
科
別
の
分
布
は

　
　
　
　
　
　
　

総

数
の
傾
向
を
必
ず
し
も
た
ど
ら
ず
、
商
業
科
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
従
事
者

　
　
　
　
　
　
　

が
少
な

く
な
い
と
い
う
職
業
柄
か
、
「
仕
事
に
よ
る
遅
刻
」
を
訴
え
る
生
徒
が

　
　
　
　
　
　
　

四
一
・
七
％
を
占
め
る
。
普
通
科
の
場
合
、
「
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
」
が
両

　
　
　
　
　
　
　

立

を
阻
害
す
る
と
の
回
答
が
三
六
・
四
％
に
の
ぼ
る
．
し
た
が
っ
て
こ
の
事
は

　
　
　
　
　
　
　

職
場
生
活
の
み
で
は
な
く
地
理
的
環
境
に
よ
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　

意
識
調

査

上
、
表
ー
六
で
両
立
状
況
を
問
う
て
含
み
の
あ
る
回
答
を
示
し
た
生
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徒

（
五
七
・
二
％
）

出
し
た
だ
ろ
う
。

に

ま
で
表
ー
七
の
r
両
立
し
な
い
理
由
」
へ
の
回
答
範
囲
を
拡
大
し
た
な
ら
ば
一
層
充
実
し
た
デ
ー
タ
ー
が
現

　
　
結
　
　
び

　
昭
和

三
〇

年
代
中
期
の

定
時
制
生
徒
の

職
場
生
活
の

実
態
は
、
職
場
の
通
学
へ
の
非
協
力
や
無
理
解
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
そ
の
困

難
を
訴
え
た
り
、
生
徒
の
か
な
り
の
者
は
同
課
程
へ
の
通
学
を
事
業
主
あ
る
い
は
上
司
に
知
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
残
業
を
こ
と
わ
り

定

時
刻
に
仕
事
を
き
り
あ
げ
る
手
段
と
し
て
、
腹
痛
や
頭
痛
を
訴
え
た
り
、
と
く
に
試
験
期
に
な
る
と
家
族
の
者
が
病
気
で
あ
る
と

い

っ

た

口
実
の
も
と
に
休
暇
を
と
る
と
い
っ
た
笑
え
な
い
事
実
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
職
場
の
理
解
が
あ
り
（
あ
る
い
は
無
関
心
）

終
業

時
間
も
早
め
に
決
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
極
端
に
安
い
賃
金
制
を
と
っ
た
り
、
歩
合
制
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
生
徒
に
は
自

活
者
が

多
か
っ
た
の
で
、
以
上
の
事
か
ら
残
業
が
常
習
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
彼
等
に
と
っ
て
定
時
間
退
出
が
困
難
な
状
況
が
当
時
に

お

い
て

は

多
々
あ
っ
U
o
現
在
で
は
調
査
結
果
の
よ
う
に
、
待
遇
面
を
除
い
て
生
徒
の
職
場
生
活
は
是
正
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
辺

は
、
や
は
り
企
業
の
若
年
労
働
者
不
足
解
消
策
と
し
て
の
定
時
制
生
徒
へ
の
譲
歩
（
昼
間
定
時
制
課
程
に
こ
の
傾
向
が
強
い
）
・
労

働

条
件
改
善
へ
の
法
制
面
の
強
化
・
学
校
側
に
よ
る
企
業
へ
の
配
慮
の
要
請
や
良
好
化
し
て
き
た
定
時
制
通
学
者
へ
の
世
間
の
あ
た

た

か

い
態
度
・
理
解
の
高
揚
等
に
よ
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。
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